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1. 日本のワーク・ライフ・バランス



1. 長時間労働の抑制
・労働時間の上限規制を導入し、長時間労働を抑制。
・時間外労働の上限設定、フレックスタイム制の導入など.

2. 年次有給休暇の取得促進
・年次有給休暇の取得を促進するため、企業に対して有給休暇の計
画的付与を推奨.

・労働者が休暇を取りやすい環境を整えるための支援など.

政府のWLBの取り組み (1)



3. 仕事と家庭の両立支援
・育児休業や介護休業の取得を支援する制度の整備.
・男性の育児休業取得を促進するための取り組みを強化.

4. テレワークの推進
・テレワークの導入を促進し、柔軟な働き方を支援.
→通勤時間の削減や家庭との両立がしやすさが狙い.

5. 企業の取り組み支援
・企業がワークライフバランスを推進するための助成金や支援制度
   を提供.
・働き方改革関連法に基づく取り組みや、ダイバーシティ経営の推
    進など.

政府のWLBの取り組み (2)



資料）総務省統計局「我が国における家事関連時間の男女の差」よ
り令和３年社会生活基本調査をもとに作成したデータ

共働きは増加しているが

家事時間の男女差は残る



女性だけが迫られる二者択一
～子育てかキャリアか～

『現在、我が国の女性においては、子育てを行うことと、キャリ
アの追求のどちらかを選択しなければならない場合が多く見受け
られる。労働力人口の減少が見込まれる中、女性が子育てかキャ
リアかを選択しなければならない状況は、女性が希望する生き方
を叶えられていないだけではなく、少子化対策という観点からも、
我が国経済の成長という観点からも、損失が大きい』

令和５年版男女共同参画白書第３節より



2.  先行研究の整理と仮説の提示



仕事領域

家庭領域

コミュニティ領域

人的環境も含めた職場の資源の有無や、キャリア継続が可能かどうか

仕事と育児・家事の両立における生活戦略が上手くいくか

生活面での資源の不足を補えるか、支援体制が組めるか

親のWLBの向上のために必要な資源
（下田,石井,2006）



・女性の有償労働は現状家計を支えるようにはならず、家庭内では、
「主な稼ぎ手」の男性の補助をすべく無償労働を担っている.
   (筒井,2014)

・ジェンダー平等主義が浸透していない国では女性は男性よりもWLB
の程度が低い(Lyness & Judiesch, 2014）

・生物学的な性別とWLBとの関連においては国や地域により様々な結
果（Emslie & Hunt, 2009)

WLBとジェンダー意識



WLBと親の就労形態

・育児を母親主導でする家計の割合は、専業主婦世帯で79％、母が正
社員である世帯で70％と働いていても育児負担は女性で大きい.

(村田,2022)

・親が仕事や子育てに費やす時間が及ぼす子どもへの影響は限定的
(Friedman, 2018）

・母親の就業経歴（職業継続群，再就職群，結婚
出産退職群）は子どもの独立心に有意な相違をもたらす（末盛, 2002)



本研究の目的と仮説

親の就業状況や性別役割分業意識がワークライフバランス（WLB）
に与える影響を明らかにする.

1. モデル1：自分の望むWLB

  親の就労状況や性別役割分業意識が自分の望むWLBに与える影響.

2. モデル2：パートナーに望むWLB

親の就労状況や性別役割分業意識が将来のパートナーに望むWLBに
与える影響.



3.  データと基本的な情報



データの概要

大学生のくらしと仕事意識についてのおうかがい

調査時期 2009年12月
対象 東京都A私立大学（男女共学）の学生
実施方法 紙媒体によるアンケート調査
標本抽出法 機縁法
標本数 250
調査方法 面接

立教大学社会情報教育研究センター社会調査アーカイブより提供



男性が望む妻のライフコース
女性が望む自分自身のライフコース



自分はWLBをどのようにとりたいか



パートナーにはWLBをどのようにとってほしいか



父親はWLBをどのようにとっていたか



母親はWLBをどのようにとっていたか



4.  モデル



分析に用いた変数



記述統計量



記述統計量（続き）



説明変数：相関行列



二値選択モデル：ロジットモデル

𝑦𝑖
∗=𝛽1𝑥1+ 𝛽2𝑥2+  ⋯ 𝛽𝑛𝑥𝑛+𝜀𝑖  =𝛽′𝑥𝑖 +𝜀𝑖    

𝑦𝑖=ቊ
1, 𝑖𝑓 𝑦𝑖

∗  ≥ 0 

0, 𝑖𝑓 𝑦𝑖
∗ < 0

Model 1
自分がWLBを望んでいるかどうか

Model 2
相手にWLBを望んでいるかどうか



5.  推計結果と考察



Model 1：自分が望むWLB

性別役割分業意識
が強いほど、自分
の望むWLBに負の
影響



Model 2：パートナーに望むWLB

②性別役割分業意識
が強いほど、自分の望
むWLBに負の影響

①父母ともに正社員
である場合、相手に望
むWLBに正の影響

③男性であることが
相手に望むWLBに負
の影響



推計結果：Model 1とModel 2



推計結果：まとめ

モデル1 自分の望むWLB
性別役割分業意識が自分の望むWLBに負の影響を与えることが有意に
示された。
モデル2 パートナーに望むWLB
父母ともに正社員であることが相手に望むWLBに正の影響を与え、性
別役割分業意識と男性であることが負の影響を与えることが有意に示
された。

これらの結果から、性別役割分業意識がワークライフバランスの支持
に対して重要な役割を果たしていること、性別による影響も顕著であ
ることが示された。



考察と得られた政策的インプリケーション (1) 

1. 性別役割分業意識の改善
・性別役割分業意識がワークライフバランスの支持に対して負の影
響を与えていることから、性別に関する固定観念を解消するための
教育や啓発活動が重要。
→学校教育や職場での研修を通じて、男女平等の意識を高める取り
組みが必要。

2. 男性のワークライフバランス支援
・男性が相手に望むワークライフバランスに対して負の影響を与え
ていることから、男性の育児休業取得や柔軟な働き方を支援する政
策が求めらる
→これにより、男性も積極的に家庭生活に参加できる環境を整える
ことが可能に。



考察と得られた政策的インプリケーション (2) 

3. 家族構成に応じた支援
父母ともに正社員であることが相手に望むワークライフバランス
に正の影響を与えていることから、共働き家庭を支援する政策が
有効。
→保育施設の充実や育児休業制度の拡充など。

4. 柔軟な働き方の推進
性別役割分業意識が強いほどワークライフバランスの支持が低下
することから、柔軟な働き方を推進する政策が重要。
→テレワークやフレックスタイム制度の導入を促進し、働き方の
多様性を認める環境を整えることが求められる。
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